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                                  局　長　挨　拶局　長　挨　拶
                                                                                            
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近畿中国森林管理局長      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近畿中国森林管理局長
                                                             　    本  村  裕  三本  村  裕  三

　　　　　　　　　　　　　本日は、｢グループ対抗里山デジカメ選手権｣の最終公開審査本日は、｢グループ対抗里山デジカメ選手権｣の最終公開審査を

　　　　　　　　　　　　行うこととしましたところ、多くの皆様方においでいただき誠に　　　　　　　　　　　　行うこととしましたところ、多くの皆様方においでいただき誠に

　　　　　　　　　　　　ありがとうございます。また、最終審査に残られ本日この会場に　　　　　　　　　　　　ありがとうございます。また、最終審査に残られ本日この会場に

　　　　　　　　　　　　お越しいただきました皆様には、発表の準備をしていただきまし　　　　　　　　　　　　お越しいただきました皆様には、発表の準備をしていただきまし

　　　　　　　　　　　　たことに対し、厚くお礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　たことに対し、厚くお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、ご多忙の中、審査員をお引き受けいただいた今森先生、また、ご多忙の中、審査員をお引き受けいただいた今森先生、

　　　　　　　　　　　　只木先生、青山先生にもお礼を申し上げます。　　　　　　　　　　　　只木先生、青山先生にもお礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  さて、私ども近畿中国森林管理局は、東は石川県から西は山口県さて、私ども近畿中国森林管理局は、東は石川県から西は山口県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで、２府１２県の国有林を管理経営する林野庁の出先機関です。まで、２府１２県の国有林を管理経営する林野庁の出先機関です。

この滋賀県内では、琵琶湖この滋賀県内では、琵琶湖周辺にも国有林が点在しており、これらの大部分が里山で、その辺にも国有林が点在しており、これらの大部分が里山で、その

保全と整備は重要な課題となっています。保全と整備は重要な課題となっています。

　里山は、かつて、薪炭材の伐採や落葉の採取等を通じて、地域住民の日常生活の中で継続　里山は、かつて、薪炭材の伐採や落葉の採取等を通じて、地域住民の日常生活の中で継続

的に利用されることで維持管理されてきました。しかし、昭和３０年代の「燃料革命」によ的に利用されることで維持管理されてきました。しかし、昭和３０年代の「燃料革命」によ

り家庭での燃料が木質燃料から化石燃料に代わり、また、化学肥料の普及に伴い落葉堆肥のり家庭での燃料が木質燃料から化石燃料に代わり、また、化学肥料の普及に伴い落葉堆肥の

消費が減少消費が減少するすることなどにより、里山における木質資源が薪炭や肥料として利用されることことなどにより、里山における木質資源が薪炭や肥料として利用されること

が少なくなりました。が少なくなりました。この結果、この結果、人々と里山との関わり合いが薄れていき、里山の多くが利人々と里山との関わり合いが薄れていき、里山の多くが利

用されずに放置用されずに放置されるようにされるようになったことは、ご案内のとおりです。なったことは、ご案内のとおりです。

  一方、近年、地球温暖化の防止や生物多様性の保全等の観点から、里山の価値が再認識さ一方、近年、地球温暖化の防止や生物多様性の保全等の観点から、里山の価値が再認識さ

れるようになりました。特に、人と森林との豊かな関係を回復・創出する場としての里山にようになりました。特に、人と森林との豊かな関係を回復・創出する場としての里山に

対する期待から、身近な森林づくり活動や森林環境教育、健康づくりの場として見直され、対する期待から、身近な森林づくり活動や森林環境教育、健康づくりの場として見直され、

地域住民、森林ボランティア、教育関係者など、多様な主体の連携による保全や利用のため地域住民、森林ボランティア、教育関係者など、多様な主体の連携による保全や利用のため

の活動が活発化してきています。先般、名古屋で開催された生物多様性条約・ＣＯＰ１０にの活動が活発化してきています。先般、名古屋で開催された生物多様性条約・ＣＯＰ１０に

おいて、これまで取り組まれてきた｢里山イニシアチブ｣を推進するため、｢国際パートナーおいて、これまで取り組まれてきた｢里山イニシアチブ｣を推進するため、｢国際パートナー

シップ｣がシップ｣が発足されたのも、このよう発足されたのも、このような動きが背景にあります。　な動きが背景にあります。　

      このような中で、近畿中国森林管理局では、地域住民、ＮＰＯ等が行う自主的な森林づくこのような中で、近畿中国森林管理局では、地域住民、ＮＰＯ等が行う自主的な森林づく

り活動を支援するため、国有林をその活動の場として提供する「ふれあいの森」や、学校等活動を支援するため、国有林をその活動の場として提供する「ふれあいの森」や、学校等

による体験活動・学習活動の場を提供する「遊々の森」の設定など、森林の多様な利用及びによる体験活動・学習活動の場を提供する「遊々の森」の設定など、森林の多様な利用及び

それらに対応した整備に取り組んでいます。それらに対応した整備に取り組んでいます。

      特に、里山については、自然再生や生物多様性の保全等に取り組むＮＰＯ、森林環境教育特に、里山については、自然再生や生物多様性の保全等に取り組むＮＰＯ、森林環境教育

に携わる教育関係者等への支援活動を行うことを目的として設置した、「箕面森林環境保全に携わる教育関係者等への支援活動を行うことを目的として設置した、「箕面森林環境保全

ふれあいセンター」が主体となって、生物多様性の保全に配慮しながら、地域住民、森林ボふれあいセンター」が主体となって、生物多様性の保全に配慮しながら、地域住民、森林ボ

ランティア、関係行政機関、有識者とともに、里山の整備やその利用を進める取組みを推進ランティア、関係行政機関、有識者とともに、里山の整備やその利用を進める取組みを推進

しています。しています。

　「グループ対抗里山デジカメ選手権」は、「箕面森林環境保全ふれあいセンター」の取組　「グループ対抗里山デジカメ選手権」は、「箕面森林環境保全ふれあいセンター」の取組

みとして、昨年度に引き続き、里山の再生・整備と森林環境教育に重点を置いて実施するこみとして、昨年度に引き続き、里山の再生・整備と森林環境教育に重点を置いて実施するこ

ととし、先日一次審査を行い３０グループを選抜いたしました。ととし、先日一次審査を行い３０グループを選抜いたしました。

　荒廃した里山の現状を回復していくのは非常に大変なことですが、まずは、人々が里山に　荒廃した里山の現状を回復していくのは非常に大変なことですが、まずは、人々が里山に

関心を持つこと、何らかの新たな視点で里山を見ていくことが重要です。このような意味で、関心を持つこと、何らかの新たな視点で里山を見ていくことが重要です。このような意味で、

デジカメという最新の技術でできた器具を通じて、国民の皆様に里山について関心を持ってデジカメという最新の技術でできた器具を通じて、国民の皆様に里山について関心を持って

いただき、何らかのつながりを持っていただくことは、誠に意義あることだと思います。いただき、何らかのつながりを持っていただくことは、誠に意義あることだと思います。

　これから審査対象の３０グループの代表の方に、作品の説明やその想いなどを発表してい　これから審査対象の３０グループの代表の方に、作品の説明やその想いなどを発表してい

ただきます。発表者の熱い想いを今日御出席の皆さんとともに分かち合うことができれば大ただきます。発表者の熱い想いを今日御出席の皆さんとともに分かち合うことができれば大

変うれしく思います。変うれしく思います。

　最後になりますが、今回の｢グループ対抗里山デジカメ選手権｣をきっかけとして、国民の　最後になりますが、今回の｢グループ対抗里山デジカメ選手権｣をきっかけとして、国民の

皆様の里山についての関心が更に高まり、人間と自然との共生できる「くにづくり」が進む皆様の里山についての関心が更に高まり、人間と自然との共生できる「くにづくり」が進む

よう祈念いたしまして、私の挨拶と致します。よう祈念いたしまして、私の挨拶と致します。



　平成 22 年度
 「グループ対抗 里山デジカメ選手権｣入選作品一覧表

林野庁長官賞

やまぼうし自然学校
　　瑞慶覧明子 様
　　佐藤　明希 様
　　西澤　純子 様

タイトル グループ名 部門
メンバー
氏名

所在地

     最優秀賞
（林野庁長官賞）

　里山物語 親子チーム 一般
　前田　和彦
　前田　陽子
　阿部　佳世

大阪府
富田林市

琵琶湖博物館長賞 　「新・里山」のいのち
積水ハウス株式会社
環境推進部

一般
　延原　裕美
　木戸　一成

大阪府
大阪市

　里山の案山子 家族
　桝井　　亨
　桝井　百合子

奈良県
橿原市

　里山の星しずく
新見市唐松
ホタル同好会

　美和　哲也
　宮長　正雄
　笹田　寬一

岡山県
新見市

　理想の森の
　　　　　　なかまたち

理想の森プロジェクト
　前田　純二
　金澤　　瑛
　渕上　佑樹

京都府
京都市

　よみがえる
　　　　　　茅葺き民家

滋賀県立大学

男鬼楽座

　 翠  　勇樹
　田辺　京子
　草野　有美

滋賀県
彦根市

　虫たちと生きる 京都大原学院
　尾﨑　明日香
　山本　莉帆

京都府
京都市

　モンスター出現！！
長野県木曽郡木祖村
木祖中学校３学年
　(平成２０年度）

　小林　晴菜
　牛丸　京香
　柳川　浩司

長野県
木曽郡
木祖村

　小さないのち
広島県立

庄原格致高等学校
写真部Ｃ

　城戸口　莉菜
　石田　香織

広島県
庄原市

審査員特別賞 　檜皮採取養成研修
公益社団法人

全国社寺等屋根工事
技術保存会

森林
・
林業

活動

　田中　敬二
　友井　辰哉
　大野　浩二

京都府
京都市

  優秀賞
近畿中国

森林管理局長賞

一般

森林
・
林業

活動

学校

(                        )

か     か     し

お   お   り   ら   く   ざ

ひ　わ　だ

賞



審査員総評

◎◎  青青山  佳佳世  氏氏（（フフリーアナウンサー））  

◎◎  只只木  良良也  氏氏（（農農学博士））  

　　　　　　　　今年は美しい作品とか活動がよく分かる作品がありましたが、もっ　　　　　　　　今年は美しい作品とか活動がよく分かる作品がありましたが、もっ

　　　　　　　と『生活感』というか、『地元の人と森との関わり』とか『里山』と　　　　　　　と『生活感』というか、『地元の人と森との関わり』とか『里山』と

　　　　　　　か『生活』などの暮らしの部分を撮った作品が少なかったことが少し　　　　　　　か『生活』などの暮らしの部分を撮った作品が少なかったことが少し

　　　　　　　残念だったと思います。　　　　　　　残念だったと思います。

　　　　　　　　また、３枚とも同じような角度から撮っているものが結構見受けら　　　　　　　　また、３枚とも同じような角度から撮っているものが結構見受けら

　　　　　　　れました。例えば、昆虫なら昆虫ばっかり、花なら花ばっかり、クロ　　　　　　　れました。例えば、昆虫なら昆虫ばっかり、花なら花ばっかり、クロ

　　　　　　　ーズアップしたものならクローズアップしたものばかり３枚並んでい　　　　　　　ーズアップしたものならクローズアップしたものばかり３枚並んでい

るものがありました。もう少し角度を変えて違うプレゼンテーションをしていただくるものがありました。もう少し角度を変えて違うプレゼンテーションをしていただく

と得点が上がったものが何作品かありましたので、次回に挑戦していただく時にはそと得点が上がったものが何作品かありましたので、次回に挑戦していただく時にはそ

ういったところを注意して写真を３枚撮っていただくといいと感じました。ういったところを注意して写真を３枚撮っていただくといいと感じました。

　次に、フリーアナウンサーという立場からプレゼンテーションについて一言感想を　次に、フリーアナウンサーという立場からプレゼンテーションについて一言感想を

申し上げたいと思います。非常に良い作品があって、本当に良いことを言っているの申し上げたいと思います。非常に良い作品があって、本当に良いことを言っているの

にプレゼンテーションの仕方で評価が下がってしまった方が何人かおられました。にプレゼンテーションの仕方で評価が下がってしまった方が何人かおられました。

どのように自分の思いなど言いたいことを伝えるかというのは特に重要なことです。どのように自分の思いなど言いたいことを伝えるかというのは特に重要なことです。

何も綺麗な言葉で言わなくてもいいのです。何も綺麗な言葉で言わなくてもいいのです。訛りや方言があってもいいのです。まず訛りや方言があってもいいのです。まず

はみんなの顔を見て話すこと、顔はまっすぐはみんなの顔を見て話すこと、顔はまっすぐ前を向くこと、そして原稿は見てもいい前を向くこと、そして原稿は見てもいい

けれど、それをただ読むのではなくて、自分の思いと自分の言葉で語ってください。けれど、それをただ読むのではなくて、自分の思いと自分の言葉で語ってください。

そうすると、皆さんの思いが聞いているみんなによく伝わるのではないかと思います。そうすると、皆さんの思いが聞いているみんなによく伝わるのではないかと思います。

　　　　　　　　今日はいろいろな作品を見せてもらいました。それぞれに感心いた　　　　　　　　　　　　　　　今日はいろいろな作品を見せてもらいました。それぞれに感心いた　　　　　　　

　　　　　　　しましたが、いわゆる『里山』というものの生活の匂いが消えてる。　　　　　　　　　　　　　　しましたが、いわゆる『里山』というものの生活の匂いが消えてる。　　　　　　　

　　　　　　　消えてると言うと失礼ですが非常に少ない。これは時代の流れでしよ　　　　　　　　　　　　　　消えてると言うと失礼ですが非常に少ない。これは時代の流れでしよ　　　　　　　

　　　　　　　うがないのかと思うのですが、『里山』はもう少し生活と密着したも　　　　　　　　　　　　　　うがないのかと思うのですが、『里山』はもう少し生活と密着したも　　　　　　　

　　　　　　　のであったはずなので、そういう匂いのある里山というものを作品に　　　　　　　　　　　　　　のであったはずなので、そういう匂いのある里山というものを作品に　　　　　　　

　　　　　　　出してきて欲しいなあというのが一つです。　　　　　　　出してきて欲しいなあというのが一つです。

　　　　　　　　それからもう一つ、私は森林とか木とかいうものの専門家ですから　　　　　　　　それからもう一つ、私は森林とか木とかいうものの専門家ですから

今年の作品を見てて、木自体、里山の森自体、これを扱ったものが意外に少なかった今年の作品を見てて、木自体、里山の森自体、これを扱ったものが意外に少なかった

というのが寂しくてしようがないです。確かに虫も結構ですし鳥も結構です。そういというのが寂しくてしようがないです。確かに虫も結構ですし鳥も結構です。そうい

うものは整備された森があってこそ生きられる連中なのです。だから、立派な里山のうものは整備された森があってこそ生きられる連中なのです。だから、立派な里山の

象徴として虫がいる、ヘビがいる、そしてカエルがいる、そういうのはいいのですが、象徴として虫がいる、ヘビがいる、そしてカエルがいる、そういうのはいいのですが、

そればかりでは困ります。それのバックとして象徴ばかりではなくて本来の『森林』そればかりでは困ります。それのバックとして象徴ばかりではなくて本来の『森林』

というものが、こんな立派な森林だから虫もいるのだよというようなストーリーにしというものが、こんな立派な森林だから虫もいるのだよというようなストーリーにし

て欲しいと感じました。私は木と森のサイドの人間なので余計そのように感じたのかて欲しいと感じました。私は木と森のサイドの人間なので余計そのように感じたのか

も知れませんが、それが私の感想です。も知れませんが、それが私の感想です。



◎◎  今今森  光光彦  氏氏（（写写真家））  

　　　　　　　　まとめを兼ねて審査のコメントをさせていただきます。　　　　　　　　まとめを兼ねて審査のコメントをさせていただきます。

　　　　　　　　昨年は美しい森林の中の風景等があったのですが、今回は全体的に　　　　　　　　昨年は美しい森林の中の風景等があったのですが、今回は全体的に

　　　　　　　少ない気がします。そして生活感があるのも少なかったでしょうか。　　　　　　　少ない気がします。そして生活感があるのも少なかったでしょうか。

　　　　　　　しかし、それ以外に関してはすごく力作があって予想以上に楽しく審　　　　　　　しかし、それ以外に関してはすごく力作があって予想以上に楽しく審

　　　　　　　査をさせていただきました。　　　　　　　査をさせていただきました。

　　　　　　　　私は年間を通してあちこちで写真の審査をするのですが、このデジ　　　　　　　　私は年間を通してあちこちで写真の審査をするのですが、このデジ

　　　　　　　カメ選手権は単に技術だけじゃなくて、「メッセージ」もしっかり見　　　　　　　カメ選手権は単に技術だけじゃなくて、「メッセージ」もしっかり見

ながら審査するということが決定的に他の写真の審査と違うところです。技術だけでながら審査するということが決定的に他の写真の審査と違うところです。技術だけで

なく、内容面での審査がありますから、皆さんがここで発表されたメッセージが大きなく、内容面での審査がありますから、皆さんがここで発表されたメッセージが大き

く審査に影響するという気がします。先ほどみんなの顔を見て話すという話がありまく審査に影響するという気がします。先ほどみんなの顔を見て話すという話がありま

したが、メッセージなので人に伝えようとする心ってすごく大事です。写真がまずくしたが、メッセージなので人に伝えようとする心ってすごく大事です。写真がまずく

てもそれがよい場合には、てもそれがよい場合には、「あーっ、そうなのか」「あーっ、そうなのか」というのがあるのです。そこがというのがあるのです。そこが

すごく怖いところでもあり、このコンテストの面白いところでもある気がします。すごく怖いところでもあり、このコンテストの面白いところでもある気がします。

　また、この３枚組写真というのは非常に難しいのです。３枚っていうのは、五七五　また、この３枚組写真というのは非常に難しいのです。３枚っていうのは、五七五

の俳句ではありませんが、そぎ落とす作業が必要なのです。そぎ落とし、そぎ落としの俳句ではありませんが、そぎ落とす作業が必要なのです。そぎ落とし、そぎ落とし

て要点を掻い摘んで自分は何を言いたいかということをはっきりとさせた写真が得をて要点を掻い摘んで自分は何を言いたいかということをはっきりとさせた写真が得を

する、人目を引くのです。その点を考えていただくと、それは技術に勝ります。する、人目を引くのです。その点を考えていただくと、それは技術に勝ります。

　それから、今回も昆虫の写真が多くありました。花もいいですし、植物も面白いテ　それから、今回も昆虫の写真が多くありました。花もいいですし、植物も面白いテ

ーマです。野鳥などの野生動物も面白いですし、そういったものも是非撮っていただーマです。野鳥などの野生動物も面白いですし、そういったものも是非撮っていただ

きたいと思います。今回、里山の『生活感』がどんどん無くなってきたということできたいと思います。今回、里山の『生活感』がどんどん無くなってきたということで

すが、撮影対象となる現場は『生活』としての場所ではなくて『ボランティア』で活すが、撮影対象となる現場は『生活』としての場所ではなくて『ボランティア』で活

動する場所となっている場合が多いのです。自然環境が悪くなったからボランティア動する場所となっている場合が多いのです。自然環境が悪くなったからボランティア

として防ぐ活動を行っているということでしょう。そこで、お米を取ったり何か生活として防ぐ活動を行っているということでしょう。そこで、お米を取ったり何か生活

に関わることを営んでいるということとの接点を、写真に表現をしていただけると里に関わることを営んでいるということとの接点を、写真に表現をしていただけると里

山という点でが然評価に値すると思います。山という点でが然評価に値すると思います。

　本年は全体的にはすごくメッセージが伝わってきました。これは初回から私が審査　本年は全体的にはすごくメッセージが伝わってきました。これは初回から私が審査

をさせていただいて、年々活動されて気運が高まっている、応募される方の意識が高をさせていただいて、年々活動されて気運が高まっている、応募される方の意識が高

まっているということを確実に感じますので、今後ともデジカメ選手権に是非応募しまっているということを確実に感じますので、今後ともデジカメ選手権に是非応募し

ていただきたいと思います。どうもありがとうございました。ていただきたいと思います。どうもありがとうございました。



  

◎ 最優秀賞（林野庁長官賞） 【一般部門】

　　　　 「里山物語」

親子チーム（大阪府富田林市）

　　　 前　田　和　彦

　　　 前　田　陽　子

       阿　部　佳　世

＜メッセージ>

　千葉に住んでいる男孫２人は大の鉄道マニア

で部屋中新幹線をはじめ電車の玩具がいっぱい

です。もちろん電車に乗ることも大好きであり、

駅名もかなり覚えています。

　休日に、いずみ鉄道（旧国鉄線を３セクで営

業）に乗車を目的に出発、大多喜駅に全員を降

ろし私は撮り鉄に変身。

　国道高架橋上でカメラマン４名発見、いずみ

鉄道のナイスポイントでした。そこで菜の花の

中を走る電車を撮影したものです。もちろん孫

は最前部に乗車しているのが見えました。

　私の家の近くに、日本棚田百選の一つ「千早

赤阪の千枚田」があります。近くの田あぜで曼

珠沙華が咲き出したので、カメラを片手に家内

と出かけました。イネが黄金色に実り、かかし

がスズメから守る用心棒として滑稽な姿で立っ

ていました。また、曼珠沙華も今が花盛りで千

枚田の岸をきれいに飾っていました。

　　　撮影場所：①千葉県夷隅郡大多喜町

　　　　　　　　②、③大阪府南河内郡

　　　　　　　　　　　　　　千早赤阪村

＜講評＞　

　黄金色の棚田、ヒガンバナとかかし。それに

ナノハナにつつまれた駅にやってきた黄色い電

車。なんともバラエティーある季節のとりあわ

せですが、里山ののどかさが伝わってきます。

黄色の絵柄でまとめたのもよかったと思います。

明るいイメージには未来も感じます。

　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：Ｎｉｋｏｎ　Ｄ５０



  

◎ 琵琶湖博物館長賞 【一般部門】

　　 「『新・里山』のいのち」

積水ハウス株式会社 環境推進部

　　　　（大阪府大阪市）

　　　　延  原  裕  美

　　　　木  戸  一  成

＜メッセージ＞

　都会の真ん中、大阪梅田「新梅田シティ」内

にある「新･里山」にて撮影しました。ここは、

地域の自生種、在来種を中心に日本の原風景を

再現しています。田んぼや畑もあり、四季折々

の表情を見せてくれます。２００６年夏にオー

プンして以来、４年が経ち、渡り鳥の羽を休め

る場所となり、モズが毎年繁殖し、近隣の方々、

私たちオフィスワーカーも含め、たくさんの生

き物たちが集まる里山となりました。

　私自身も４年間写真を撮り続けていて、どれ

も自然の偉大さや、すばらしさを教わります。

今回の応募にあたり、今までの写真の中でいの

ちというメッセージとしてお伝えするのに、迷

いに迷いましたが、この３枚の写真を選びまし

た。

　１番の写真は、もうすぐ近くの小学生達によ

る稲刈りが始まる頃、「お先に失礼」といいな

がら、すずめが美味しそうに、必死でふんばっ

て稲を口いっぱいに頬張っています。すずめも

「新･里山」の住民のひとりで、訪れる人々を

いつもやさしく迎えてくれます。

　２番はアジアイトトンボの交尾です。ここは、

さまざまな生き物が恋をしにやってきます。そ

して、いのちが誕生しています。この時期、鳥

や蝶、昆虫など、たくさんの生き物が仲良くし

ているのが見られます。自然に笑顔になる一瞬

です。

　３番はアオメアブがドウガネブイブイをとら

えている姿で、「よいしょ、よいしょ」「つか

まえたぞー」と聞こえてきそうな小さな小さな

真剣な戦いです。

　いのちの誕生、食欲、恋、生きていくために

私たち人や、生き物にとって大切なこと。そん

な自然がたくさんつまった「新･里山」です。

　　撮影場所：大阪府大阪市

　　　　　　　新梅田シティ内「新・里山」　　

＜講評＞　

　稲穂を食べるスズメ、コガネムシを襲うシオヤアブ。一瞬の生態をついた鋭い写真です。しかし、これらがすべて

大都会で撮影されていることにたいへん意義があります。里山再生は可能だといつも思いますが、まさにそれを示し

てくれる優れた記録写真でもあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：Ｐａｎａｓｏｎｉｃ ＬＵＭＩＸ ＤＭＣ－ＴＺ３



   「里山の案山子」

家　族（奈良県橿原市）

    桝　井　　亨

    桝　井　百合子

か  か  し

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【一般部門】

＜メッセージ＞

　私の住んでいるところは明日香に近く、朝の

散歩コースとして高松塚古墳、キトラ古墳、石

舞台とその日によってコースを変え毎日一万歩

を目指して歩いています。始めたのが平成１９

年からでまもなく丸４年になりますが、朝の新

鮮な空気を吸っての明日香路は自然が一杯で、

まさに日本の里山と言ったところです。

写真①

　今年も｢第１５回明日香神奈備かかしコンテ

スト｣が開催されていることを知り、明日香村

稲渕の棚田案山子ロードに行きました。今年の

テーマは「ふれあい」で、７７体の案山子が黄

金色に波打つ棚田を通る案山子ロードに展示さ

れていました。今年のジャンボ案山子は、平城

遷都１３００年祭のマスコットキャラクター

「せんとくん」で棚田に立って威風堂々と見渡

していました。

写真②

　棚田をバックに農作業姿の棚田夫婦の善夫さ

ん、好子さんの手を取り合っての姿が印象的で

したが、残念ながら賞には入りませんでした。

写真③

　里山をバックにした４人家族での｢親子でふ

れあいクッキング」は親子でのふれあいを象徴

する姿で最優秀賞に輝いた作品です。

　明日香は四季折々すばらしい風景を観賞する

ことが出来るところです。皆様も是非足を運ん

でください。

　　　　　撮影場所：奈良県高市郡明日香村　　

＜講評＞

　田んぼに立っているのは、人かと思いきや、

それらはすべてかかし。腕を組む夫婦、お母さん

と子ども、なんとほほえましいかかしたちなので

しょう。撮影者の優しさと遊び心が伝わってきま

す。組写真としてのまとめ方もたいへんよかった

と思います。

　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：Ｎｉｋｏｎ　Ｄ６０



  

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【一般部門】

＜メッセージ＞

　ここ数年夏になると夜ごとはかないホタルの

光を追っかけて来ました。

　源氏蛍も寒い夏には飛ばないで地面をはって

交尾している姿を見つけたり、交尾、産卵、孵

化も観察。幼虫が雨の夜に水中から上陸する姿

も観察。

　ヒメボタルも近くの山で見つけ毎年観察する

ようになり、その後岡山県下いたる所に住んで

いることも知りました。

　岡山市で５月末に発生、県北の新見、蒜山～

大山では８月始めまで観察できることも分かっ

てきました。県南の、夜中に発光するタイプに

比べ私たちの周りの姫蛍は２０時～２１時しか

光らず寒い日は３０分くらいで光るのを止めて

しまうこともあります。新しい生息地を見つけ

るのはなかなか大変です。

　幼虫もトラップで捕獲に成功、観察すること

が出来ました。源氏蛍の発光は夕暮れから夜明

け前まで光ることも話には聞いていたが今年や

っと確認できました。

　暑い最中を夢中で過ごす事が出来るのですが、

眠い毎日が続きます。

　　　　　撮影場所：①岡山県岡山市

　　　　　　　　　　②岡山県新見市

　　　　　　　　　　③岡山県高梁市

　「里山の星しずく」

新見市唐松ホタル同好会

　 （岡山県新見市）

　  美　和　哲　也

　　宮　長　正　雄

    笹　田　寬　一

＜講評＞

　闇の中に光る幻想的なホタルたち。その生態

を、背景をつぶすことなくうまく写し出すこと

によって、たいへん魅力的な写真にしあげてい

ます。流れている光り、点滅する光り、地面を

はう光り、それぞれの画面に変化があるので、

組写真としてもよいできです。

　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ : ①Ｃａｎｏｎ　ＥＯＳ　５Ｄ

②Ｃａｎｏｎ　ＥＯＳ　３０Ｄ

③Ｃａｎｏｎ　ＥＯＳ　２０Ｄ



＜メッセージ＞

　私たち「理想の森プロジェクト」は京都を流

れる鴨川の源流部、京都市北区雲ヶ畑地域で森

づくりを行っています。春には広葉樹の植林、

夏には下草刈り、秋には人工林の間伐や間伐材

での小屋づくり、ドングリ拾い、冬には炭焼き

や次の春の植林のための地ごしらえと、年間を

通じて活動をしています。

　メンバーはご指導をお願いしている山主さん

をはじめ、学生、環境ＮＧＯの人、材木屋さん

家具職人さん、大工さん、普段は関係ない仕事

をしてるけど森が好きな人、森が好きで家族で

参加してくれる人達などとてもバラエティー豊

かです。立場は色々ですが、みんな森で過ごす

時間が好きで参加してくれています。

　「理想の森」とずいぶんな看板を揚げた活動

ですが、活動するメンバーが具体的に、理想的

な森林のイメージを持っているわけではありま

せん。むしろそれがわからないもの同士がいっ

しょに汗をかきながら活動をし、ご飯を食べな

がら「理想の森ってなんだろう」と意見を交わ

し、イメージを少しずつ共有できる場所として、

この森と森づくり活動があるのだと思っていま

す。

　　　　　　　撮影場所：京都市北区雲ヶ畑

「理想の森のなかまたち」

　理想の森プロジェクト

　　（京都府京都市）

　　 前　田　純　二

　　 金　澤　　瑛

　　 渕　上　佑　樹

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【森林・林業活動部門】

＜講評＞

　杉林の中から丸太に乗って滑り降りてくる笑

顔の人たち。この一枚の写真から、森に関わる

喜びが伝わってきます。カマキリは交尾をして

いるのでしょうか、クローズアップで撮ってく

れました。切り株のドングリたちは、背景をぼ

かして撮影。これからもつづけてください。

　　　　　　　　　　　　(今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：Ｃａｎｏｎ　ＥＯＳ　Ｋｉｓｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ



 

＜メッセージ＞

　男鬼（おおり）は滋賀県彦根市の東の端、多

賀町との境にある山間集落です。昭和３０年後

半から離村が始まり、昭和４６年には、最後の

居住者が離村してしまいました。その後、彦根

市の小学校が学習施設として利用したり、家の

所有者が定期的に家や畑の手入れを行っていた

りしたことによって、男鬼の集落の景観は奇跡

的に保たれてきました。しかし、彦根市が男鬼

での活動から完全に撤退したことや、所有者の

高齢化に伴い徐々に荒廃が進んでいます。

　そこで男鬼町を中心とした山間集落の可能性

を探り、文化的景観資源の保存と活用を考える

ことを目的として、男鬼楽座を立ち上げました。

３年前からは、男鬼に残された茅葺き民家の屋

根の葺き替え・差し茅を行っています。今年は

屋根の打ちの一面と棟を、３年間かけてようや

く葺き終えることができました。

　屋根に使う茅は、多賀町保月・桃原、伊吹山

の茅場で刈っています。現在日本では、茅場を

はじめとする草原の環境・文化が失われつつあ

ります。日本の草原は火入れや草を刈るなど人

の手が入ることによって保たれてきましたが、

人の手が入らなくなり、草原の植物・昆虫が急

速に数を減らしています。また草原を利用する

知恵や技も失われつつあります。茅を刈ること

により、草原の環境の活性化と茅刈りの技術の

継承を目指しています。

　　　撮影場所：①滋賀県犬上郡多賀町保月

　　　　　　　　②、③滋賀県彦根市男鬼

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【森林・林業活動部門】

＜講評＞

　かやぶき屋根の葺き替えは重労働で、ひとり

ではできません。みんなのチームワークがもの

をいいます。参加者の集合写真、作業の風景、

山を背景にした葺き替えの場面、それらを組写

真としてうまくまとめてくれました。自分も参

加したくなるような喜びが伝わってきます。

　　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

「よみがえる茅葺き民家」

 滋賀県立大学 男鬼楽座

　　（滋賀県彦根市）

　　 　翠　　勇　樹

　　 田　辺　京　子

　　 草　野　有　美

お　お　り　ら　く　ざ

①

②

③

カメラ：Ｎｉｋｏｎ　Ｄ１００



＜メッセージ＞

　私たちは「虫たちと生きる」という写真をと

りました。

　１枚目の写真は、シマヘビの写真です。これ

はバスターミナルの道でとった写真です。この

シマヘビは友達が見つけて、みんなでとってい

ました。私はシマヘビを見つけて「これはぶきみ

だなあ。」と思いました。

　２枚目の写真は、ナガコガネグモです。三千

院というお寺への道でとった写真です。このク

モも、同じ友達が見つけました。クモの巣から

とびのいた時はとてもびっくりしました。

とても大きいクモだったので、「とても写真の

とりがいがある。」と思いました。

　３枚目の写真は、イチモンジセセリという

チョウです。この写真は学校の畑でとりました。

この町はオスがメスを追っかけて来たみたいで、

そのしゅんかんを写真におさめました。私はこ

の写真をとった時、「すごいしゅんかんだ！！」

と思いました。私はこのチョウが追っかけてこ

くはくのようなことをするのだから「見～つけ

た！！」というタイトルをつけてもいいと思い

ます。

　　　　　　　撮影場所：京都市左京区大原

　　「虫たちと生きる」

京都大原学院（京都府京都市）

　　　尾　﨑　明日香

　　　山　本　莉　帆

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【学校部門】

＜講評＞

　シマヘビが木の葉の中から顔を出している写

真、ナガコガネグモが休んでいるところ、イチ

モンジセセリが求愛している場面。どれも、よ

く観察しているからこそ撮れた生態写真です。

デジタルの時代になってから、カメラは作品を

撮るだけでなく、鉛筆とノートの役目をもって

います。

　　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：Ｃａｎｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｈｏｔ　Ａ４６０



<メッセージ＞

　長野県木曽郡木祖村にある「郷土の森・水木

沢天然林」へ、地元木祖中学校３年生２５名が、

森林体験学習に行きました。

　今日のテーマは「森の中の自然をよ～く見て、

目玉をつけることで、おもしろい写真を撮って

こよう」です。

　グループごとに１枚の紙とマジックペンとカ

メラを持って出発しました。

　初めはちょっととまどっていた生徒たちも、

要領がわかると目を凝らして題材を探し、木や

草や切り株、中には熊よけの鈴にまで目玉をつ

けてパチリ！

　丸や三角目玉、ぱっちり目玉にニコニコ目玉、

工夫して眉までつけ、何十ものモンスターが森

の中に出現しました。

　「先生そこに手を入れてみて」などとリクエ

ストも出て、笑いの絶えなかった学年の行事は、

中３の夏休みの忘れられない思い出になりまし

た。

　自然の仕組みや植物・生物の生態などの解説

に重点が置かれがちな小・中学校の自然体験学

習ですが、この日は、「目玉」という小道具を

使うことにより、じっくり自然を見つめ、命あ

る友だちのように森を感じることができ、生徒

達が郷土の森をいっそう身近に感じることがで

きました。

撮影場所：長野県木曽郡木祖村木沢天然林

　「モンスター出現！！」

　　長野県木曽郡木祖村

木祖中学校３学年(平成20年度）

　（長野県木曽郡木祖村）

　　　小　林　晴　菜

　　　牛　丸　京　香

　　　柳　川　浩　司

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【学校部門】

＜講評＞

　なんともユーモアあふれる写真です。木に目

玉をつけることは、撮影者のアイデアでしょう

か。それによって、木に表情がでてくるから不

思議です。遊び心をとおして、森への深い愛情

が感じられるのがいいです。もう少したくさん

の写真がみたいと思いました。　

　　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：①、③Ｃａｎｏｎ　ＩＸＹ

②Ｓｏｎｙ　Ｃｙｂｅｒ　Ｓｈｏｔ



＜メッセージ＞

　私たちは、里山に生きる小さな生き物にレン

ズを向けました。今回撮影した生き物たちは、

普通に私たちが目にするものたちです。でも、

マクロレンズを用い、猛接近して撮ろうとして

みると、普段撮影している人や風景とは違う感

動や撮影の難しさがありました。

　虫はピントを合わせていると、すぐ、ごちゃ

ごちゃした日陰に跳んで行ってしまいます。か

まきりは、こっちを向いてくれず、かたつむり

は、いきをひそめて待っていてもなかなか角を

だしてくれません。そのうち、陽はあっちへ逃

げていくのです。でもこれらの写真は、ねばっ

て出来るだけよい光を待って撮りました。

　私たちは、いろいろと地域を走り回って、人

や風景や人々の生活などを撮影しています。そ

の中にもう一つ、マクロレンズを使って接近し

て視ると物がどう見えるかという観点を持ちた

いと思っています。

　　撮影場所：①広島県庄原市

　　　　　　　②、③広島県神石郡神石高原町

　　　　「小さないのち」

広島県立庄原格致高等学校 写真部Ｃ

　　　　（広島県庄原市）

　　　　 城戸口　莉　菜

         石　田　香　織

◎ 優秀賞（近畿中国森林管理局長賞） 【学校部門】

＜講評＞

　獲物を狙うカマキリのポーズがとてもいいで

す。赤とんぼもカタツムリも、たいへんよく撮

れています。作者はきっと生きもの好きなので

しょう。とにかくピントがいいので、みていて

気持ちがいいです。生きもののポートレート写

真のお手本のような写真です。

　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

①

②

③

カメラ：①、③Ｎｉｋｏｎ　Ｄ８０

②Ｃａｎｏｎ　ＥＯＳ　Ｋｉｓｓ



＜メッセージ＞

　日本文化の特色である木造建造物文化財、特に

構造の大きな社寺建築の場合、部分修理は５０年

毎、解体を伴う大規模な修理は１００年毎に行う

必要がありますが、その建築の屋根が「檜皮葺」

と「柿葺」の場合は、約２５年～３５年ごとに吹

き替えをしています。「檜皮葺」の資材である檜

皮は、耐久力や保存力にすぐれ、古くから日本固

有の特殊な方法で採取されます。木べら、振り縄

（縄の両端に長さ４０ｃｍ、太さ３ｃｍほどの振

り棒を結びつけたもの）、腰鉈などの道具を使い、

１００年以上に生長した檜を立木のまま、内樹皮

を傷つけないよう外樹皮を剥ぎ取る方法です。檜

皮を採取する技能者を「原皮師」と呼んでいます。

私たち（公社）全国社寺等屋根工事技術保存会で

は原皮師や社寺屋根工事技能者の養成研修及び文

化財修理用資材確保を行っています。

　原皮師の技術の中では、檜皮に触れるへらの使

い方が最も重要で、へらの入れ方によって技術の

優劣がわかるという意見も多く聞かれます。技術

の向上については、経験が大事で上級者のやり方

を見ることが効果的です。原皮師は採取の技術の

経験だけでなく葺き易い皮がどのようなモノであ

るかを知るため葺く経験も必要であると言われて

います。その点では同じ事業所内に葺師と原皮師

が同籍していることがのぞましいかもしれません。

撮影場所：①山口県岩国市城山国有林

　　　　　②、③長野県木曽郡南木曽町賤母国有林

◎ 審査員特別賞 【森林・林業活動部門】

＜講評＞

　ヒノキの皮をはいでいる場面には、目を奪われ

ます。実際に林業を体験したものだけが見ること

ができる珍しい場面です。集合写真の遠景、作業

の環境、作業のアップなどを無駄なく組み合わせ

ているので、その日の仕事の様子がよく理解でき

ます。

　　　　　　　　　　　　　（今森　光彦氏）

　　「檜皮採取養成研修」

　　　　公益社団法人

全国社寺等屋根工事技術保存会

　　　（京都府京都市）

　 　　田　中　敬　二

       友　井　辰　哉

　　　 大　野　浩　二

ひ　わ　だ

①

②

③

カメラ：Ｐｅｎｔａｘ　Ｅ６０



 第一次審査通過作品【一般部門】

Nikon D60

    ｢和紙｣
< 和紙のルーツ >
   ファミリー
（広島県神石郡
　神石高原町）

｢自然界に於ける
  樹木のさま」
　　山の道
（大阪府大阪市）

Canon IXY Digital 510 IS Fujifilm FinePix V10

「里山の風景 五箇山」
（株）森林テクニクス
　　　Ｇチーム
　（大阪府東大阪市）

Fujifilm FinePix S8100 fd

　「越前の春」
小野ファミリー
（京都府京都市）

「新緑の光の中で」
　トヨタの森３
 （愛知県豊田市）

①、②OLYMPUS E3

③ Panasonic LUMIX

「森のクラゲたち｣
 田中ブラザーズ
 （岐阜県郡上市）

Nikon

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③



 第一次審査通過作品【森林・林業活動部門】

　「里山の悩み」
 北都留森林組合
（長野県上野原市）

① Canon IXY Degital 500
② Fujifilm FinePix S1Pro
③ Konika Digital D3

Nikon D300

　 ｢木育の実践」
 ～年輪を調べる～
 もく (木）の会Ｃ
  （大阪府大阪市）

「野生を育む森からの
　　　贈り物」
 NPO 法人京都土の塾
　 （京都府京都市）

① Nikon P-6000
② Sony DSC-F77
③ Nikon D3

　  「森は偉大な芸術家」
NPO 法人木曽川・水の始発駅
   （長野県木曽郡木祖村）

① Nikon D70
② OLYMPUS E-410
③ Sony Cyber shot DSC-P5

 　　「京の七夕」
京都森林ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ会Ａ
　 （京都府京都市）

Canon

｢初めての伐採体験！！」
オムロンの森 (大正池 )に
　　 学ぶ仲間たち
   （京都府木津川市）

Panasonic LUMIX

 「丸木舟をつくって
 森に遡 ( かえ )ろう」
NPO 法人芸術環境計画
　 （京都府八幡市）

①、③ Nikon D2X

② OLYMPUS C300Z

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③



 第一次審査通過作品【学校部門】

 ｢林業を学ぶ若者たち」
岡山県立勝間田高等学校
    グリーン環境科
 （岡山県勝田郡勝央町）

Canon PowerShot A590 IS

「とんぼたちの大切な自然」
　　　京都大原学院
　なかよしアカネ＆サキ
　　 （京都府京都市）

Canon PowerShot A460

　　「森のちいさな命」
広島県立庄原格致高等学校
          写真部 Ｄ
     （広島県庄原市）

① Canon EOS Kiss
② Canon 20D
③ Canon 30D

　　　　「ハス田」
広島県立庄原格致高等学校
 　　　 写真部 Ｅ
     （広島県庄原市）

①、② PENTAX

③ Canon 30D

　　 「深山の春」
兵庫県立山崎高等学校
 　　　写真部
   （兵庫県宍粟市）

①､② PENTAX X70

③ Canon EOS 50D

  「爽やかな森のいとなみ」
滋賀県立八幡商業高等学校
　　　　　写真部 Ｃ
     （滋賀県東近江市）

Fujifilm

 「きれいな山　絶景満開」
長浜市立上草野小学校 Ｄ班
　 　（滋賀県長浜市）

Canon IXY Digital 110 IS

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③



ミニシンポジウム

コーディネータ

田中和博氏 （京都府立大学教授）

パネリスト 浅香剛氏（滋賀インストラクター会長）
齋藤侊三氏（NPO自然と緑理事長）

御池吉道氏（ヒマラヤン・グリーン

クラブ理事）

最初に滋賀インストラクターの浅香剛会長
より一丈野国有林の活動について説明が行わ
れ、森林を壊したらどうなるか、それを復元
するとはどういうことか。

日本の森林・林業史上これほどの治山・植
生復元の歴史的教訓を有する自然休養林は他
に無い。日本一の森林再生の歴史的場所であ
ると報告が行われた。

田上山の荒廃と復旧の歴史

続いて、NPO自然と緑の齋藤侊三理事長よ
り、自然大学を開校して１５年を経過し修了生
が７５０人になること、月一回の定例会を湖西
・北小松の馬ヶ瀬山国有林と大阪市水道局の
森で、水源を守るための活動をしている報告
が行われた。そしてこれからも琵琶湖上流の
森林整備に取り組むとともに、自然環境問
題を学び、森林・林業の大切さ、必要性を
理解する場を提供し、琵琶湖の環境保全、
地球環境に感心を持ってもらうよう「自然
大学」で学び、活動に取り組んでいくと述
べられた。

自然大学

ヒマラヤン・グリーンクラブの御池吉道
理事より、パキスタン北東辺境地域の村々
で、「ヒマラヤの緑を取り戻そう」という
運動を１９９３年から進めてきているが、
滋賀県近江八幡市の伊崎国有林でも活動を
している。

「着手した当時は、川鵜の糞でそこら中
が木が枯れていた。先ず木を片付け、苗木
を植えることから始めたのがこの土地なん
です」と当時の様子について説明が行われ
た。

そして伊崎半島を一周する歩道の整備も
出来是非来てくださいと述べられた。

２００７年 伊崎国有林での地拵え

最後に、滋賀インストラクターの浅香剛会長より、６０歳以上の方は薪等を生活に利用
していた年代だと思う。退職等を機会にして、自然環境を上手く利用しながら守り続ける
里山の活動に参加いただき、そこから得たものを自分の子どもとか孫に伝えたら凄い教育
と技術の伝承ができ、日本の良さを伝えることになるのではないか。森にお出でいただき
たいと発言があり、この発言をミニ・シンポジウムの取りまとめとした。



最終審査会場：滋賀県立琵琶湖博物館 (滋賀県草津市）

博物館正面

最終審査会場入口にて作品展示

表彰式



近畿農政局消費者の部屋 (京都農林水産総合庁舎内 ) 入選作品展示

　　　　  　　【平成２３年 1月４日～２８日】

京都中央郵便局展示ギャラリー (ＪＲ京都駅前 ) 入選作品展示

　　　　　  【平成２３年２月１４日～２８日】



新潟 21-1

長野 22-3,21-4,20-2,19-4

石川 20-1

福井 22-3, 21-3,20-1

兵庫 22-4,21-3,20-7,19-4
島根 19-1
山口 19-6

熊本 21-3,20-7

広島 22-6,21-4,20-4,19-2
高知 20-17

岡山 22-3,21-3,20-2,19,2

大阪 22-15,21-17,20-8,19-2
和歌山 22-1,20-3,19-8

奈良 22-4,21-1,20-8,19-2

三重 20-1
愛知 22-3,21-2,20-1

静岡 20-1

山梨 20-2

千葉 19-2
沖縄 22-1,21-1,20-1

凡例
平成 22年度応募
平成 19 年～ 22 年度応募
平成 20 年～ 22 年度応募
平成 20 年・21 年度応募
その他

記載例　
長野 22-3,21-4,20-2,19-4
…長野県 22 年度 3グループ
                  21 年度 4 グループ
　　　　 20 年度 2グループ
　　　　 19 年度 4グループ
　　　　 の応募状況を表示

鳥取 20-1

東京 22-2

神奈川 21-3,20-4

京都 22-27,21-28,20-53,19-11

岐阜 22-2,21-4,20-1

滋賀 22-13,21-6,20-15,19-7

都道府県 グループ名 都道府県 グループ名 都道府県 グループ名

 中日本高速道路(株)八王子工事事務所  理想の森プロジェクト  きんきちゅうごく森林づくりの会

 ＪＵＯＮ　ＮＥＴＷＯＲＫ  京都森林インストラクター会  NPO法人もく(木)の会

山梨県  北都留森林組合  オムロン（株）  しおんじ山の会

 NPO法人やまぼうし自然学校  京都ペレット町屋　ヒノコ  家族

 NPO法人木曽川・水の始発駅  NPO法人芸術環境計画  森の案内人

 全国社寺等屋根工事技術保存会  明治の森オオクワガタ探検隊

 杣人工房　香樹庵  NPO法人音楽の森

愛知県  トヨタの森  小野ファミリー  チーム森人

岐阜県  田中ブラザーズ  里山を歩こう会  NPO法人日本森林ボランティア協会

 キイチゴ山を歩く会  工房 杣太  兵庫県立山崎高等学校 職員他

 美山かぶと普及会  京都府立北桑田高等学校  兵庫県立山崎高等学校 写真部

 杣人研究会  京都大原学院 和歌山県  熊野百聞渓谷自然学校

 滋賀県立大学 男鬼楽座  山の道  千年の森つくりグループ

 滋賀森林インストラクター会  岩湧の森  新見市唐松ホタル同好会

 滋賀県立八幡商業高等学校 写真部  (株)森林テクニクス  岡山県立勝間田高等学校ｸﾞﾘｰﾝ環境科

 長浜市立上草野小学校  親子チーム  ファミリー

 京都女子大学　生命環境研究会  積水ハウス(株)環境推進部  広島県立庄原格致高等学校 写真部

 ＮＰＯ法人京都土の塾  NPO法人日本森林ボランティア協会 沖縄県  於茂登岳

大阪府

大阪府

奈良県

兵庫県

岡山県

広島県

平成22年度グループ対抗里山デジカメ選手権地域別応募者状況

※ 林野庁長官賞　　　琵琶湖博物館長賞　　　近畿中国森林管理局長賞　　　審査員特別賞　　　一次審査通過作品

 長野県木曽郡木祖村木祖中学3学年
              （平成20年度）

東京都

長野県

福井県

滋賀県

京都府

京都府



応募票(切り取ってご使用ください）

写真① 3枚1組の
タイトル

代 表 者 〒
住 所

[1]グループ代表者 才
氏 名
ふ り が な

年 齢 [2] 才 [3] 才

代 表 者
連 絡 先  ：e-mail

TEL:                FAX:

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名
(学校名)

撮影場所 場 所：
年 月 日 年月日：

１ ホームページ ２ 新聞 ３ ラジオこの募集をどこで知
４ 知人等 ５ 学校 ６ 知っていたりましたか？
７ その他（ ）（○で囲ってください）

写真② 3枚1組の
タイトル

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名
(学校名)

写真③ 3枚1組の
タイトル

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名
(学校名)

デ ー タ

写真番号：①　　　カメラ機種：

撮影画素数：

写　　真

デ ー タ

写真番号：②　　　カメラ機種：

撮影画素数：

写　　真

デ ー タ

写真番号：③　　　カメラ機種：

撮影画素数：

写　　真

撮影場所 場 所：
年 月 日 年月日：

撮影場所 場 所：
年 月 日 年月日：



※ 平成 23 年 4 月より上記住所に事務所を移転いたします。

　　　　　　　　　　    平成 23 年 (2011 年 ) 3 月発行

　　　　　　    平成 22 年度「グループ対抗里山デジカメ選手権」

編集・発行：　　　　 近畿中国森林管理局 箕面森林環境保全ふれあいセンター

　　　　　　〒 530-0042 大阪市北区天満橋一丁目８番７５号　

　　　　　　　          　　　　    近畿中国森林管理局内

　　　　　　  　        TEL: ０６－６８８１－２０１３

                    　　FAX: ０６－６８８１－２０５５

　　　　  ホームページ　http//www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/
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